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研究成果の概要（和文）：光トポグラフィー（近赤外線スペクトロスコピー/NIRS)検査の技術的検討を行ったうえで、
統合失調症・気分障害の診断、重症度・病態・薬効の評価、発症・予後・診断変更の予測などにNIRSデータが有用であ
る可能性を示した。NIRS検査を診断や治療の補助に用いて臨床診察を補うことで、診断精度が高まり治療評価が容易に
なる。個々の治療の改善は社会全体としては国民のこころの健康の改善と医療費の削減につながる可能性がある。また
、脳機能を可視化して示すことで、患者・家族にわかりやすい精神医療の実現に寄与できると考えられる。

研究成果の概要（英文）：The main strengths of the study include the application of a neuroimaging biomarke
r in clinical practice that allows the clinically useful differential diagnosis, the assessment of symptom
s, and the prognostic predictions. Some of our studies provided evidence that the fronto-temporal NIRS sig
nal may be used as a tool in assisting the diagnosis of major psychiatric disorders and the assessment of 
symptoms. The current studies have shown the potential applicability of this method to the identification 
of a need for therapy, the assessment of the efficacy of various treatments, and the establishment of prog
nostic predictions. The availability of such a comprehensively visualized report to clinicians, patients a
nd their caretakers at a first visit, while laying out a future treatment plan, would likely lead to a par
adigm shift to a patient-centered approach in clinical psychiatry.
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１．研究開始当初の背景 
 
「精神疾患の診断と治療のための臨床検査
の実現」は、精神科医・精神医学研究者の多
くが願うことのひとつである。そうした臨床
検査がないことは生物学的指標に基づく客
観的な診断と治療の評価が行えないことを
意味し、精神科臨床の重要な問題のひとつと
なっている。そのため、様々なアプローチで
精神疾患の診断・症状評価等に関する生物学
的指標を見出す研究が行われてきた。 
 
２．研究の目的 
 
こうした背景から実用的で客観的なバイオ
マーカー（生物学的指標）の探索が切に望ま
れている。自然な姿勢・環境で施行可能で、
非侵襲的で簡便な近赤外線スペクトロスコ
ピー(NIRS)による脳機能計測法は、精神疾患
の臨床検査として必要な条件を満たしてお
り、臨床応用可能性の高い測定法のひとつで
ある。本研究では、様々な精神疾患において
呈しうる疾患非特異的な精神症状である「う
つ症状」を標的として、NIRS を縦断的に複
数回計測することにより、うつ症状を呈する
精神疾患患者の生物学的基盤を明らかとし、
精神疾患の同定・鑑別、症状の進行・回復を
把握するために有力な手がかりとなるバイ
オマーカーの確立を目指すことを目的とし
た。 
 
３．研究の方法 
 
ICD-10 において F2（統合失調症・統合失調
症型障害および妄想性障害）に分類される疾
病及び F3（気分障害）に分類される疾病のい
ずれかの疾病の患者であることが強く疑わ
れるうつ症状のある患者を対象とし、
Baseline 時として NIRS による脳機能計測、
構造化面接診断、精神症状の臨床評価（自己
評価・他者評価）、遺伝子・血中生化学マー
カー測定を行った。Baseline 時から 1.5 年後
に、同様の測定を再度行う。遺伝子・血中生
化学マーカーや薬物による個人差を加味し
た上で、特に、(1)Baseline 時に構造化面接
診断と NIRS 信号パターンの示唆する診断と
異なっていた場合、1.5 年後の診断変更の可
能性や症状の変化と生理的指標との関連を
検討する、(2)Baseline 時に構造化面接診断
と NIRS 信号パターンの示唆する診断と一致
していた場合、1.5 年後の臨床症状・社会的
機能の変化と生理的指標との関連を検討し
た。 
 
４．研究成果 
 
精神医療分野で唯一の先進医療「光トポグラ
フィー検査を用いたうつ症状の鑑別診断補
助」として 2009 年に承認され、簡便かつ非
侵襲的な近赤外線スペクトロスコピー

(NIRS;光トポグラフィー検査)は全国で有用
性の評価が続けられてきた。 
その技術的な検討として、NIRS 信号への皮
膚血流の影響をfMRIとの同時測定で検討し、
二者の高い相関から NIRS 信号は脳血液量を
反映していると考えた（Sato ら, 2013）。NIRS
信号を決定する要因を双生児について検討
し、前頭部 NIRS 信号で遺伝寄与率が約 70％
あることを初めて示した（Sakakibara ら, 
2014）。 
統合失調症の NIRS 信号は、GAF で評価した
社会生活機能との正の相関を前頭極で
（Kinou ら, 2013）、思考障害（Marumo ら, 
2014）や精神病未治療期間 DUP（Chou ら, 
2014）との負の相関を腹外側前頭前野で認め
た。初発精神病群の縦断計測では、初回 NIRS
信号と 6 ヶ月後と 12 か月後の GAF との関連
について学会発表した。 
大うつ病の縦断計測では、操作的診断基準
により大うつ病との診断症例のうち、1.5 年
後に双極性障害への診断変更例では、初回の
NIRS 積分値が大きく重心値が遅れており双
極性障害の典型パターンと類似していたこ
とを学会発表した。 
精神疾患 673 名・健常者 1,007 名を対象と
した 7施設共同研究において、自動解析パラ
メータを用いて、うつ症状を呈する大うつ病
性障害の 74.6％、双極性障害・統合失調症の
85.5％を正しく鑑別できた（Takizawa ら, 
2014）。この成果は読売新聞（2013.9.5.）等
で報道された。 
NIRS の技術的検討を行ったうえで、1年を
超える縦断的計測で統合失調症・気分障害の
診断、重症度の評価、発症・予後・診断変更
の予測などに NIRS データが有用である可能
性を論文等で公表することができた。 
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